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し
か
し
医
薬
品
分
野
の
﹁
シ
リ
ン
ジ
︵
注

射
器
︶
﹂
と
い
う
語
を
持
ち
出
し
て
永
久 

カ
レ
ン
ダ
ー
5
3
2
0
G
モ
デ
ル
の
指
針
の

名
称
と
す
る
の
は
お
薦
め
で
き
な
い
。
こ
の

指
針
は
す
で
にb

âton
 G

eo
s à p

oin
te

︵
先

の
尖
っ
た
ジ
ェ
オ
ス
・
バ
ト
ン
針
︶
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
本
社
を
置
く
歴
史
あ
る
指
針
メ
ー
カ
ー
、

フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
社
の
4
代
目
社
長
で
あ
る
イ

ザ
ベ
ル
・
シ
リ
エ
女
史
は
、
当
然
こ
う
し
た

呼
び
名
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
5
3
2
0
G

モ
デ
ル
の
大
型
の
中
央
秒
針
はg

ra
n

d
e 

secon
d

e à con
trep

oid
s

︵
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
ェ

イ
ト
付
大
型
秒
針
︶
と
呼
ば
れ
、
日
付
表 

示

針

はfeu
ille à co

n
trep

o
id

s

︵

カ
ウ
ン

タ
ー
ウ
ェ
イ
ト
付
リ
ー
フ
針
︶
と
命
名
さ
れ

て
い
る
。

 

物
事
の
重
要
性
は
、
そ
れ
が
ど
れ
だ
け

当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
判

定
さ
れ
得
る
︵
呼
吸
は
無
意
識
に
行
う
だ
ろ

う
︶
。
時
計
の
指
針
は
美
的
な
意
見
の
表
明

と
な
る
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
文
字
盤
上

を
周
回
す
る
指
針
の
動
き
は
自
明
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
松
葉
が
巨
大
に
見
え
る

ほ
ど
微
細
な
サ
イ
ズ
と
重
さ
の
指
針
と
い
う

金
属
片
が
な
く
て
は
、
時
計
の
美
し
い
仕
上

げ
、
精
密
機
械
工
学
、
そ
し
て
巧
妙
に
設
計

さ
れ
た
コ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
が

無
駄
と
な
る
。
歯
車
、
カ
ナ
歯
車
、
レ
バ
ー

な
ど
が
相
互
に
作
用
し
、
複
雑
な
美
し
い
バ

レ
エ
を
繰
り
広
げ
て
も
、
効
果
が
目
に
見
え

な
け
れ
ば
時
間
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

時
刻
を
絶
え
間
な
く
、
静
か
に
、
視
覚
的

に
表
示
す
る
こ
と
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
そ
の

後
の
大
航
海
時
代
を
築
き
上
げ
た
基
盤
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
携
帯
時
計
が
製
作
さ
れ

時
間
が
個
人
の
問
題
と
な
る
ま
で
、
公
共
時

計
の
指
針
は
都
市
住
民
の
生
活
を
規
制
し
て

い
た
。
時
間
計
測
技
術
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
、

時
刻
の
表
示
手
段
も
進
歩
し
た
。
1
6
9
0

年
代
、
時
計
の
精
度
が
分
を
表
示
で
き
る
ほ

ど
向
上
し
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
時
計
製
作

者
ダ
ニ
エ
ル
・
ク
エ
ア
は
分
針
の
搭
載
を
一

般
化
し
た
。

 

1
8
4
8
年
に
設
立
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー

社
は
、
分
針
ほ
ど
長
い
歴
史
は
持
た
な
い

も
の
の
、
現
存
す
る
ス
イ
ス
最
古
の
時
計
用

指
針
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
何
世

指針により時計の見た目は

良くも悪くもなり得る。

そのためデザインや外観には

さまざまな組み合わせが

試みられる。フィードラー社の

180名の社員は、50年以上に

わたってパテック フィリップの

時計のために、丹念に

この微細な構成部品を

つくり続けてきた。

美学を超えて、ここには

ハイテクと伝統的なノウハウを

組み合わせた一連の複雑な

製造工程がある。

右：完成したスーパールミノヴァ

夜光付バトン型指針。

文  ニコラス・フォークス

写真  ブノワ・ジャネット

 剣、矢、槍、バトン、ジャベリン（競技用の槍）。林檎、梨、葉、菖蒲。

 ドフィーヌ（フランス皇太子妃）、ルイ15世、ルイ16世…。

 時計の指針の名称には、武器、植物、フランス君主制の語彙から

 借用されたさまざまな言語の遺産が見られる。しかし時計の最も

 多様性に富む構成部品である指針の名称は、自動車（メルセデス）、

 教会建築（カセドラル）、気象現象（スノーフレーク）など、

 さらに多くの分野に起源を持ち、前述の3つはその一部に過ぎない。



［右ページ］

時計の指針の製造は、片側に

一列の穴が開けられた

帯状の金属素材から始まる。

穴は反対側に押し出して

筒と呼ばれる中空部分を

形成する（右）。その後、

金属素材はデクパージュと

呼ばれる工程により、

各タイプの指針に特化した

成形刃を備えたプレスで

打ち抜かれる。筒の穴は、

プレスが指針の列を

打ち抜く際のガイドとして

使用される（左）。

［当ページ］

打ち抜かれ、

ダイヤモンドカットされた

指針は、台に接着され、

研磨される。ファセット、曲面、

滑らかな面、艶消しなど、

多くの仕上げ方法がある。

［右ページ］

時計の指針の製造は、片側に

一列の穴が開けられた

帯状の金属素材から始まる。

穴は反対側に押し出して

筒と呼ばれる中空部分を

形成する（右）。その後、

金属素材はデクパージュと

呼ばれる工程により、

各タイプの指針に特化した

成形刃を備えたプレスで

打ち抜かれる。筒の穴は、

プレスが指針の列を

打ち抜く際のガイドとして

使用される（左）。

［当ページ］

打ち抜かれ、

ダイヤモンドカットされた

指針は、台に接着され、

研磨される。ファセット、曲面、

滑らかな面、艶消しなど、

多くの仕上げ方法がある。
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代
に
も
わ
た
る
顧
客
企
業
の
多
く
よ
り
も
長
い
。

パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
よ
り
9
年
遅
い
創
業
だ

が
、
同
社
に
50
年
以
上
に
わ
た
っ
て
指
針
を
供

給
し
て
き
た
。
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
社
は
ス
イ
ス
の
時

計
産
業
界
の
エ
リ
ー
ト
の
一
員
で
あ
り
、
同
社
が

き
わ
め
て
控
え
目
な
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
流
の
や
り
方

で
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
長
い
歴
史

を
通
じ
て
発
展
さ
せ
て
き
た
仕
事
に
静
か
な
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 

指
針
は
微
細
で
は
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は

重
要
な
文
化
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
構
成
部
品

と
い
う
よ
り
も
、
技
術
と
美
学
の
両
側
面
に
等

し
く
力
点
を
置
く
時
計
製
作
に
お
け
る
、
独

自
の
文
化
を
物
理
的
に
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
独
自
の
用
語
、
習
慣
、
工
程
︵
一
部

の
指
針
は
30
〜
40
の
製
造
工
程
を
要
す
る
︶
を

持
っ
て
い
る
。
閉
鎖
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ

の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
世
界
が
今
回
、
本

誌
の
た
め
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

 

微
細
な
サ
イ
ズ
、
微
小
な
許
容
誤
差
、
厳
格

な
品
質
管
理
に
よ
り
、
歩
留
ま
り
は
多
く
て

も
50
％
に
留
ま
る
。
こ
れ
が
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
社

の
事
業
の
宿
命
で
あ
る
。
巨
大
な
コ
ン
グ
ロ
マ

リ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
、
家
族
経
営
の
こ
の
企
業

は
、
大
口
顧
客
に
数
千
本
単
位
で
指
針
を
供
給

す
る
傍
ら
、
わ
ず
か
10
本
の
注
文
に
も
快
く
応

じ
る
︵
完
璧
な
も
の
10
本
を
確
保
す
る
た
め
に

は
60
〜
1
0
0
本
の
指
針
を
製
作
す
る
必
要
が

あ
る
︶。
こ
れ
ら
の
指
針
の
製
造
は
迅
速
に
は

い
か
な
い
。
デ
ザ
イ
ン
の
複
雑
さ
に
よ
っ
て
は
、

指
針
に
合
わ
せ
た
治
具
の
製
造
を
含
め
、
工
程

開
始
前
の
準
備
に
4
か
月
か
か
る
場
合
も
あ
る
。

 

シ
リ
エ
女
史
は
説
明
す
る
。
﹁
指
針
を
製
造

す
る
上
で
の
難
し
さ
の
多
く
は
、
そ
の
サ
イ
ズ

に
よ
る
も
の
で
す
。
指
針
は
微
細
で
取
扱
い
が

困
難
で
す
。
業
界
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
に
つ

れ
て
、
同
一
の
製
品
を
製
造
す
る
た
め
に
、
よ

り
高
精
度
な
技
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
表
面
が
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
仕
上
げ
さ
れ
る
指

針
は
、
個
別
に
で
は
な
く
、
す
べ
て
一
緒
に
サ

ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
仕
上
げ
さ
れ
ま
す
。
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
仕
上
げ
の
色
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
わ
ず
か

な
違
い
が
合
格
と
不
合
格
の
分
か
れ
目
に
な
り

得
る
の
で
す
。﹂

 

指
針
の
製
造
に
は
金
属
素
材
、
多
く
の
場
合
、

帯
状
の
真
鍮
を
用
い
る
が
、
ゴ
ー
ル
ド
も
よ
く

使
用
さ
れ
る
。
事
実
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ 

は
、
技
術
的
な
理
由
で
他
の
金
属
が
必
要
で

な
い
限
り
、
ゴ
ー
ル
ド
の
み
を
使
用
し
て
い
る
。

約
30
セ
ン
チ
の
金
属
帯
か
ら
1
0
0
本
の
時
計

用
指
針
が
で
き
る
。
各
々
の
指
針
は
、
ダ
ッ
ク

プ
レ
ス
︵
鴨
の
骨
や
内
臓
か
ら
血
液
を
絞
り
出

す
器
具
︶
に
似
た
バ
ラ
ン
シ
エ
︵b

alan
cier

︶
と

呼
ば
れ
る
機
械
を
使
用
し
、
デ
ク
パ
ー
ジ
ュ

︵d
éco

u
p

ag
e

︶
と
呼
ば
れ
る
工
程
で
成
形
刃
に

よ
っ
て
打
ち
抜
か
れ
る
。
ス
ケ
ル
ト
ン
針
や

ス
ー
パ
ー
ル
ミ
ノ
ヴ
ァ
夜
光
付
針
で
は
、
さ
ら

に
プ
レ
ス
工
程
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 

こ
の
製
造
の
初
期
段
階
で
、
指
針
は
筒
︵
指

針
の
頭
を
カ
ナ
歯
車
の
軸
に
挿
入
す
る
中
空
部

分
︶
の
形
成
方
法
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
。
ひ

と
つ
は
、
デ
ク
パ
ー
ジ
ュ
の
前
に
標
準
的
ま
た

は
複
雑
な
プ
レ
ス
工
程
に
よ
り
未
加
工
の
金
属

帯
に
筒
を
形
成
す
る
方
法
で
あ
る
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
よ
り
長
い
、
ま
た
は
よ
り
細
い
筒
が

必
要
な
場
合
、
指
針
に
あ
ら
か
じ
め
穴
を
開
け
、

そ
こ
に
筒
を
別
付
け
し
て
か
し
め
る
方
法
で
あ

る
。
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
で
は
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ー
ル
認
定
規
準
に
よ
り
、
標

準
的
な
プ
レ
ス
工
程
や
別
付
け
で
は
不
可
能
な

厚
さ
が
筒
に
要
求
さ
れ
る
た
め
、
手
術
の
よ
う

な
精
度
を
持
つ
複
雑
な
プ
レ
ス
工
程
に
よ
り
筒
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が
形
成
さ
れ
る
。

 

指
針
の
寸
法
許
容
差
は
き
わ
め
て
小
さ
い
。

指
針
は
歯
車
の
軸
に
軽
く
圧
入
さ
れ
て
お
り
、

完
璧
に
フ
ィ
ッ
ト
し
、
重
量
が
正
し
く
、
首
、
本

体
、
先
端
、
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
ェ
イ
ト
の
均
衡
が

完
璧
に
取
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
所
望
の
位

置
に
留
ま
る
。
し
か
し
指
針
は
美
的
な
機
能
も

持
っ
て
い
る
。
指
針
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
や
果
物

の
名
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
多
様

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
平
面
、
凸
面
、
ま
た
は

フ
ァ
セ
ッ
ト
面
を
持
ち
、
サ

テ
ン
仕
上
げ
や
ポ
リ
ッ
シ
ュ

仕
上
げ
が
施
さ
れ
る
。
フ
ァ

セ
ッ
ト
面
の
一
方
を
サ
テ
ン

仕
上
げ
し
、
も
う
一
方
の
面

を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
研
磨
し
た

り
、
さ
ら
に
輝
き
に
変
化
を

も
た
ら
す
た
め
に
第
3
の

フ
ァ
セ
ッ
ト
面
を
施
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

最
も
注
目
に
値
す
る
変

化
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
研
磨

の
際
に
生
じ
る
。
指
針
は
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ツ
ー
ル
が

通
過
す
る
回
転
デ
ィ
ス
ク

上
に
同
心
円
状
に
配
置
さ

れ
る
。
こ
の
ツ
ー
ル
が
そ
の

魔
法
を
行
使
す
る
と
、
指

針
は
ま
る
で
内
部
か
ら
照

ら
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

輝
く
。
そ
れ
は
も
は
や
金

属
部
品
で
は
な
く
、
タ
ー
ン

テ
ー
ブ
ル
上
で
躍
る
小
さ
な

白
熱
の
斑
点
、
微
細
な
花
火

と
な
る
。

 

一
部
の
指
針
は
、
フ
ラ
ッ

プ
︵frap

p
e

︶
と
呼
ば
れ
る
型
押
し
工
程
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
工
程
で
は
、
1
ト
ン
の

圧
力
が
加
え
ら
れ
る
。
ほ
ん
の
僅
か
の
埃
が
痕

を
残
す
の
で
、
各
々
の
指
針
は
あ
ら
か
じ
め
洗

浄
さ
れ
、
ル
ー
ペ
で
仔
細
に
検
査
さ
れ
る
。

 

次
に
指
針
は
洗
浄
、
研
磨
さ
れ
、
塗
装
、

め
っ
き
、
ま
た
は
ス
ー
パ
ー
ル
ミ
ノ
ヴ
ァ
夜
光

な
ど
の
仕
上
げ
が
施
さ
れ
る
。
塗
装
は
、
手
術

室
の
空
気
ろ
過
規
準
に
準
拠
し
た
小
さ
な
塗
装

室
の
中
で
細
か
い
霧
状
の
塗
料
を
塗
布
し
て
行

う
。
そ
の
後
、
指
針
は
ル
ー
ペ
で
検
査
さ
れ
る
。

夜
光
剤
は
、
接
着
剤
と
夜
光
顔
料
が
毎
日
混
合

さ
れ
、
適
切
な
粘
度
と
粘
着
性
を
持
っ
た
新
鮮

な
ペ
ー
ス
ト
が
作
成
さ
れ
る
。

 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
も
芸
術
で
あ
る
。
指
針
は
、

ス
リ
ッ
ト
の
入
っ
た
カ
ー
ド
に
挿
入
す
る
か
、 

パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
場
合
は
、
1
本
ず
つ

特
別
な
形
状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
カ
バ
ー
で
保

護
す
る
。
こ
の
最
終
手
順
は
、
そ
れ
ま
で
の
工

程
と
同
じ
く
ら
い
細
心
の
配
慮
を
注
い
で
実
施

さ
れ
る
。
指
針
は
今
や
最
も
脆
弱
な
状
態
に
あ

り
、
取
扱
い
の
際
、
仕
上
げ
ら
れ
た
表
面
は
ピ

ン
セ
ッ
ト
に
よ
る
傷
を
受
け
や
す
く
、
形
は
一

瞬
の
不
注
意
で
歪
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

 

指
針
の
製
造
工
程
は
、
落
馬
事
故
の
多
さ
で

悪
名
高
い
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
ル

︵
毎
年
4
月
に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
郊
外
の
エ
イ
ン
ト

リ
ー
競
馬
場
で
行
わ
れ
る
障
害
レ
ー
ス
︶
の
よ

う
に
、
多
く
が
最
後
ま
で
完
走
で
き
な
い
難
関

コ
ー
ス
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ド
ラ
ー
社
の
職
人
た

ち
は
、
時
計
の
最
も
一
般
的
な
構
成
部
品
に
さ

え
驚
異
的
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
立
証
し
て
見
せ
る
。
愛
好
家
、
コ

レ
ク
タ
ー
に
、
時
計
製
作
を
こ
れ
ほ
ど
面
白
く

報
い
あ
る
も
の
と
印
象
づ
け
て
い
る
の
は
こ
の

点
で
あ
ろ
う
。 

時計の指針の仕上げられた表面はピンセットによる

傷を受けやすく、形は一瞬の不注意で歪んでしまう。

［当ページ］

一部の指針は、フラップと

呼ばれるプレス工程によって

曲面状に形成される。

［左ページ］夜光付指針には

スーパールミノヴァ夜光剤が

施され（右）、手作業で

彩色される（左）。

［当ページ］

一部の指針は、フラップと

呼ばれるプレス工程によって

曲面状に形成される。

［左ページ］夜光付指針には

スーパールミノヴァ夜光剤が

施され（右）、手作業で

彩色される（左）。


